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 令和３年 8 月 17 日提供 （事前情報・事後情報） 

名 称 新型コロナウイルスワクチン廃棄事案の発生について 

内 容 

 

 新型コロナウイルスワクチン住民接種を実施する個別医療機関において、以下のと

おりワクチン廃棄事案が発生しました。 

 

１．概要 

（１）廃棄日：令和３年 8月 16日（月） 

（２）場 所：市内医療機関 

（３）廃棄数：ファイザー社製ワクチン１４本（84人分）※８月１７日以降使用分 

（４）原 因：解凍後のワクチンは冷蔵保存が必須のところ、温度の低い庫内の最上

段に数日間にわたりワクチンを保管したことにより、ワクチンが再凍

結した恐れがあるため 

 

２．経緯 

 ８月１１日午後 ワクチン接種を実施。冷蔵庫の正常運転、ワクチンがすべて凍結

していないことを確認。 

 

 ８月１２日～８月１５日 盆休み 

 

８月１６日朝  ワクチン接種のため冷蔵庫からワクチンを取り出したところ、ワ

クチンの 17本中 14本が凍結していることを確認。 

        冷蔵庫内の温度計は４℃を示していたが、冷凍スペースに近い庫

内の一部が適正保管温度（２～８℃）を下回り、再凍結した可能

性が高いため、市と協議の上、ワクチン 14本を廃棄。 

 

３．接種予定者への対応  

  ・市から在庫ワクチンを本件医療機関に届け、８月１７日以降の接種は予定通り

実施できる見込み。 

  

４．今後の対応 

 （当該医療機関） 

  ・庫内でも温度が安定している部分で保管する。 

  ・休診日前には、冷蔵庫の温度や正常に運転されているか、凍結の有無の確認を

確実に行う。 

（半田市） 

  ・個別接種を実施している市内の全医療機関にワクチン管理について注意を促す

案内を行う。 

別 紙 有      ・      無 
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